
1 【29「ふくおか教育論文」】 

＜要旨＞ 学校教育部門作品 

 

みやま市立水上小学校 

教諭 松尾 理恵子 

こんな手立てによって…                こんな成果があった！ 

立場を明確にした対話活動の工夫 

・２つの対話活動を位置づけた話し合い 

・自分の考えを表現し，話し合いに生かすチャレン

ジノート 

 ・課題追究への意欲が高まり，自他の根拠を比較し

ながら話し合い，思考を深めることができた 

・ノートの記述から，子ども自身が話し合って考え

を深めたことを実感できた。 

 

１ 考えた 

これまでの指導においても，ノートに考えを書いて友達と話し合う交流活動は行ってきた。し

かし，ペアやグループでの交流活動は，ノートに書いたものを読むだけの発表の練習のようにな

ったり，全体交流は考えの出し合いで終わったりすることが多く，主体的に話し合い読み深めて

いく姿は見られなかった。また，物語教材においては，叙述に即して考えの根拠を述べることに

課題があった。そこで，本研究では子ども達が学ぶ意欲を持って考えを交流し，物語を読み深め

ていくことができるように，「２つの対話活動を位置づけた話し合い」と「自分の考えを表現し話

し合いに生かすチャレンジノート」に取り組むことにした。 

２ やってみた 

【実践Ⅰ】「注文の多い料理店」では，物語を読み深める段階において，一単位時間の中に２つ

の対話活動とチャレンジノートに考えを書く活動を交互に仕組み，考えを交流した。対話活動で

は，自分の考えの立場を選んで焦点化した話し合いを行った。【実践２】「大造じいさんとがん」

では，実践Ⅰのパターンだけでなく，部分的に対話活動を仕組んだり，はじめから焦点化した課

題について立場を決めて対話活動を行ったりした。【実践３】「風切るつばさ」では，２つの対話

活動Ⅰ，Ⅱの内容を明確に分けて話し合った。その結果，子どもが課題追究に意欲的になり，考

えの根拠や理由を明確にしながら話し合いを進め，読みを深めることができた。 

３ 成果があった！ 

実践Ⅰ，Ⅱ，Ⅲを通して，子ども達の課題追究への意欲が高まり，しっかり思考しながら主体

的に話し合い，考えを深めることができた。焦点化した課題について立場を決めて話し合いを行

うことで，文章の叙述に即して考えをつくったり，根拠を明確にして話し合ったりしながら物語

の内容や作者の意図を捉えることができる読みの技能が育ってきている。これらのことから，国

語科の物語文教材において，豊かに話し合い自らの読みを深めていくためには，「２つの対話活動

を位置づけた話し合い」を仕組むことと「自分の考えを表現するチャレンジノート」を対話活動

に生かすことが有効であることが分かった。 

豊かに思いを伝え合い，自らの読みを深める国語科学習指導 

立場を明確にした対話活動の工夫を通して 
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＜本文＞ 学校教育部門作品 

豊かに思いを伝え合い，自らの読みを深める国語科学習指導 

立場を明確にした対話活動の工夫を通して 

 

みやま市立水上小学校 

教諭 松尾 理恵子 

 

１ 主題設定の理由 

（１）本校の重点目標から 

本校の教育目標は「郷土を愛し，自ら意欲的に学び，豊かな心とたくましく生きる力をもった

子どもの育成」である。さらに，本年度の重点目標は，「友達と話し合い，考えを深める子ども」

の育成である。このねらいは，自分の考えや気持ちを適切に，そして豊かに表現し，また友達の

考えを的確に理解することができるようなコミュニケーション能力やそのための技能を育て，友

達と協働して学習する力を育むことである。そこで，重点目標を具現化するために，本主題を設

定し，課題意識に基づいた明確なめあてを持ち，見通した方法で自分の考えをつくり，友達と対

話をすることで情報を交換したり考えを深めたりしながら集団で課題解決を行い，自分の読みの

深まりを実感させる。また，書く活動を行うことで，自分の考えを整理したり，初めの考えを読

み深めた内容を比較させたりする。このことは，重点目標である「友達と話し合い，考えを深め

る子ども」を育成していくことにつながり教育目標の具現化のために意義深いと考える。 

（２）子どもの実態から 

本学級の児童は，半数以上の子が国語の学習が好きであり，学習場面において友達と話し合う

ことに楽しみや価値を見出している子が多い。国語科の物語文教材では，山場を中心に物語の構

成を捉えることや中心人物の変容とその要因について考える学習に取り組んできた。その結果，

物語文の構成を大まかに捉えたり，場面と場面を比べて読み人物の変容について考えたりするこ

とができるようになってきている。また，学び方においては，課題について自分の考えをつくり

友達と話し合って解決する学習を積み上げてきている。しかし，交流場面において叙述に即して

考えの根拠を述べたり，話し手の意図を踏まえて質問したりすることには課題がある。また，全

体交流においてそれぞれの考えの発表はできるものの，読みの出し合いにとどまることが多く，

読みを深めたり新たな考えをつくったりするまでには至っていない。これは，交流の仕組み方や

考えをつくる手立てが十分になされていなかったためだと考えられる。そこで，話し合う課題を

焦点化し，自分の立場や考えの根拠を明確にしながら対話活動を行うことで，読みが深まるもの

と考える。 

（３）これまでの指導の反省から 

これまでの学習においても，学習課題に対する自分の考えをノートに書き，それをもとにペア

やグループ，全体で交流する活動を取り入れてきた。しかし，ペアやグループでの交流が発表の

練習のようになったり，考えの出し合いで終わったりすることが少なくなかった。また，教師の
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解釈を学習のゴールとし，教師主導の誘導的な話し合いになることもあった。そこで，形だけの

交流ではなく，話し合いの観点に沿って自分の考えをつくったり，課題を焦点化して話し合った

りすることが必要だと考えた。そのために，学習課題に対する自分の考えを明確にし，学習の中

で効果的に対話活動を仕組むことで読みを深めていくことができるようにしていきたい。 

 

２ 主題の意味 

（１）「豊かに思いを伝え合う」とは 

  豊かに思いを伝え合うとは，学習課題について自分なりの考えをつくり，理由や根拠を示し

ながらお互いに情報を交換したり共有したりしながら，意欲的に友達と話し合うことである。

思いを伝え合う中で，子ども達は多様な考えや意見と出会い，比較・検討することを通して，

それぞれが考えを広めたり深めたりすることができると考える。 

（２）「自らの読みを深める」とは 

自らの読みとは，読み手が自分の経験にもとづいて，言葉や叙述の意味を捉え，自己の内に 

作品世界を描き出すことである。読み手は，それまでに自身が得た知識，学習経験，生活経験

などと結びつけながら表現された内容や作者の意図を捉え，物語を読んでいく。したがって，

子ども一人一人の読みが違うのは当然のことである。 

読みを深めるとは，それぞれの読み手の内にある作品世界について友達と交流することで， 

自らの読みのよさを確かにしたり，考えを付け加えたり改めたり，新たな考えをつくり出した

りしていくことである。子ども達は，自分の読みをお互いに交流することで，多様な考えがあ

ることに気づいていく。その考えを分類・整理するなかで追求したい課題を見付けていく。さ

らに，それを解決するために，観点に沿って考えをつくり交流することで，最初の自分の読み

について考えを付け加えたり，違う考えへと変化させたりするなど，読みを深めることができ

ると考える。 

【めざす子どもの姿】 

○ 物語の内容や表現に関心を持ち，意欲的に考えをまとめたり，友だちと話し合ったりしな  

 がら作品を読むことができる子ども（学ぶ意欲を持つ子ども） 

○ 自らの経験をもとに，文章の叙述に即して，言葉に着目したり関係づけたりしながら，物

 語の内容や作者の意図を捉えることができる子ども（読みの技能を持つ子ども） 

○ 自分と友達の考えを比較したり，分類・整理したり関連づけたりしながら交流することを

 通して，読みを深めることができる子ども（思考力・判断力・表現力を発揮する子ども） 

３ 副主題の意味 

（１）「立場を明確にした」とは 

  「立場を明確にした」とは，出し合ったそれぞれの考えを分類・整理し，自分の思いや考え

に近いものを選択することである。その立場から課題を再度捉え直すことで，考えや根拠，理

由をより明確にしていく。 

（２）対話活動とは 

対話活動とは，学習課題について自分の考えをつくり，それを友達に伝え合ったり，お互い

の情報を交換したり共有したりすることで，考えを付加・修正・強化していくことである。対
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話活動は，単に友達と話す場を設定するだけでなく，子ども達が追究していきたい課題を設定

し，「どうしてだろう」「自分はこう考えるけど，友達はどう考えるかな」という疑問や葛藤

が生まれる場を仕組む必要があると考える。本研究においては，対話活動をⅠ，Ⅱに分けて考

える。対話活動Ⅰは，自分の考えをつくり多様な考えを出し合う活動とする。対話活動Ⅱは，

出し合った考えを分類・整理することで課題を焦点化し，その焦点化された課題について話し

合いを行う活動とする。この２つの対話活動を仕組むことで，自分の考えを広げたり深めたり

する話し合いができると考える。 

（３）立場を明確にした対話活動の工夫とは 

 

立場を明確にした対話活動の工夫とは，読みを深める段階において，学習ノート（以下，自分

の考えを表現・整理し，話し合いに生かすことができるノートとして「チャレンジノート」とす

る）に自分の考えを書く活動と対話活動を交互に仕組んでいくことである。話し合い活動を行う

上で大切なことは，まず，自分の考えをきちんと表現することである。そのために，一人学びの

段階においてチャレンジノートⅠに自分の考えを書いていく。その際，ノートには根拠となる文

章の叙述や理由を記述していく。それをもとに，全体で意見や考えを出し合う対話活動Ⅰを仕組

むことにより，子ども達は多様な考えにふれていく。次に，出し合った考えを分類・整理し課題

の焦点化を図り，何について交流するのか明確にする。課題が明確になったところで，チャレン

ジノートⅡに自分の立場や考えを簡潔に書き，全員が話し合いに参加できるようにする。そして，

対話活動Ⅱを仕組み，お互いの考えを比較・検討しながら課題を解決していく。最後に，対話活

動Ⅱをもとに自分のはじめの読みを見直したものをチャレンジノートⅢに書き，はじめの読みと

交流後の読みを比較することで，子ども達自身が読みの深まりを実感できると考える。 

 

４ 研究の目標 

豊かに思いを伝え合い，自ら読みを深めるために，国語科の物語文教材の指導において立場を

明確にした対話活動の工夫の在り方を究明する。 

５ 研究の仮説 

国語科の物語文教材の学習において，以下のような手立てを仕組めば，豊かに思いを伝え合い，

自ら読みを深めることができるであろう。 
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（１）２つの対話活動を位置づけた話し合い 

（２）対話活動に生かすチャレンジノート 

６ 研究の構想 

（１）２つの対話活動を位置づけた話し合い 

 ○ 学習過程は，「つかむ」「話し合う」「まとめる」の３段階で行い，一単位時間の中の「話

し合う」段階で，２つの対話活動を位置づけた話し合いを行う。まず，「話し合う」段階の

前半において，それぞれ自分の意見や考えを出し合う対話活動Ⅰを位置づける。次に，対話

活動Ⅰで出し合った考えを分類・整理することで，課題を焦点化する。そして，「話し合う」

段階の後半において，焦点化された課題について自分の考えの立場を明確にして根拠や理由

を明らかにしながら話し合う対話活動Ⅱを位置づける。 

 ○ 対話活動Ⅰ，Ⅱのねらいと内容 

対話活動 ねらい 内   容 

  

対話活動Ⅰ 

 

考えの明確化  友達に考えを話すことで自分の考えをより明確にさせる。 

考えの広がり  いろいろな意見を聞くことで，多様な考えに触れさせる。 

意欲の喚起  考えのズレを明確にすることで対話活動Ⅱでの話し合いに必

然性を持たせる。 

 

対話活動Ⅱ 

 

 

考えの付加・

修正・強化 

 対話活動Ⅰで出た考えを分類・整理することで課題を焦点化

し，自分の考えの立場を明確にして話し合うことで，考えを練り

上げ学習のねらいに迫らせる。 

 

（２）対話活動に生かすチャレンジノート 

  ○ 学習過程の「つかむ」「話し合う」「まとめる」の各段階において，チャレンジノート

Ⅰ，Ⅱ，Ⅲに考えを書く活動を位置づける。まず「つかむ」段階において，対話活動Ⅰに

向けてチャレンジノートⅠに学習課題に対する自分の考えを書く。次に「話し合う」段階

において，焦点化された課題についてチャレンジノートⅡに自分の考えの立場とその根拠

を簡潔に書く。最後に「まとめる」段階において，対話活動Ⅰ，Ⅱを通して考えたことを

もとに，学習課題に対する自分の考えをまとめとして書く。 

学習過程 学習ノート 内容 

 つかむ 

 

チャレンジ

ノートⅠ 

 学習課題に対して，自分の考えとその根拠や理由を書く。その際，

文章の叙述から根拠や理由を考えるようにする。 

 話し合う 

 

チャレンジ

ノートⅡ 

 焦点化された課題について自分の立場を選び，考えの根拠を簡潔

に書く。「ＡかＢか，どちらだろう」等の比較場面を設定し，自分

の考えの立場を選び，考えの理由や根拠を書いていく。 

 まとめる 

 

チャレンジ

ノートⅢ 

  交流によって付加・修正・強化された考えをもとに，再度学習課

題に対しての自分の考えを書く。見通す段階でのノートの記述と比

較することで，読みの深まりを実感させる。 
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○チャレンジノート形式 

 

 

（３）研究構想図 
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７ 指導の実際と考察 

（１）【授業実践Ⅰ】「注文の多い料理店」の実際と考察 

単元名 物語の良さを解説しよう（教材名「注文の多い料理店 ：東京書籍）」
目標
（１）物語を読むことに関心を持ち，意欲的にファンタジー作品のおもしろさや表現の工夫を見つ

けたり，いろいろなファンタジー作品を読んだりしようとする態度を育てる。
【 】関心・意欲・態度

（２）物語の構成や扉の言葉の意味，色彩語を使った表現の工夫などの例を挙げ，構成を工夫しな
， 。 【 】がら 自分が読んだ物語のおもしろさを解説する文章を書くことができる 書く能力

（３）ファンタジーの物語の構成を捉え，二人の紳士の会話や行動，扉に書かれた言葉，場面の様
子を想像させる情景描写など優れた叙述に着目することで，二人の紳士の心情や変容を読み取
， ， 。 【 】り 作品のおもしろさを感じ 自分の考えをもつことができる 読む能力

（４）二つの意味を持つ扉の言葉や色彩語，比喩表現，様子を表す言葉などの表現の工夫や効果に
気づき，語感や言葉に対する感覚について関心をもつことができる。

【 】国語の特質に関する事項

 

 単元計画（１０時間） 

 

段階 時 学 習 活 動 
立場を明確にした

対話活動の工夫 

 

導 

 

 

入 

 

 

 

１ 

 

１ 「注文の多い料理店」を読んで，おもしろいと感じたところや

疑問に思ったことを交流し学習課題を設定する。 

 ○ 全文を読んで初発の感想を交流し，単元を通した読みのめあ

てをつくる。  

  二人の紳士の変容について考え，「注文の多い料理店」の 

おもしろさを読み深めよう。 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

２・３ 

 

４

５ 

 

６ 

 

７ 

 

２ 注文の多い料理店」を読んで，二人の紳士の心情や物語をおも

しろくしている表現の工夫を読み取る。 

〇 物語を３つの場面に分けてファンタジー作品の構成をつかみ 

 あらすじを捉えて構成図にまとめる。 

○ 物語の設定を読み，中心人物の人物像を読み取る。 

 ○ 扉の言葉に隠された二つの意味や，扉の言葉を自分に都 

合のいいように解釈していく二人の紳士の心情を読み取る。 

 ○ 山猫が扉の言葉や文字の色などを工夫していることと， 

人物の心情の結びつきを考える。 

 ○ はじめの紳士と終わりの紳士を比較し，二人の紳士の変 

容とくしゃくしゃの顔が表しているものを読み取る。 

 

 

 

終 

 

末 

 

 

８・９ 

10 

３ 学習したことを生かして，今までに学習した物語のおもしろさ

を解説する文章を書く。 

 ○ 今までに学習した物語のおもしろさを解説する文章を書く。 

○ 解説文を読み合い，感想を交流し評価する。 
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授業Ⅰの実際（第７時：一単位時間の中にチャレンジノートを取り入れた２つの対話活動を行う） 

【本時の主眼】 

（１）設定と結末，設定と山場を比べたり，二人の紳士の顔と人物像を関係づけたりして考え，

二人の紳士のくしゃくしゃの顔は，おろかな二人の内面が現れたものであることを読みと

ることができる。 

（２）二人の紳士のくしゃくしゃの顔が表すものについて，根拠を明確にして自分の考えを書

き，考えを出し合わせ，「恐怖心の表れ」「内面の表れ」という２つの考えに分類・整理し，

自分の立場を明らかにして話し合うことで自分の考えを深めることができる。 

まず，設定と結末の場面を比較し，結末場面の最後の一文を提示することで，二人の紳士の性

格や人柄は変わらなかったが，顔だけはくしゃ

くしゃに変わったことを確認した。そこで，「二

人の紳士のくしゃくしゃの顔は何を表してい

るのだろうか。」というめあてを設定した。 

次に，読みの視点と方法を確認した後「くし

ゃくしゃの顔が表しているものは何か」という

問いについて，自分の考えを明確にするために，

チャレンジノートⅠに自分の考えとその根拠

となる叙述及び理由を書かせた。（資料１） 



10 【29「ふくおか教育論文」】 

【資料２】対話活動Ⅰにおける発言記録 

チャレンジノートⅠの記述では，「くしゃくしゃの顔が表しているもの」を「怖さ」と考えた

子どもが 70％（12名），「二人の紳士をこらしめるため」が 17％（3名），「よく見せないよう

にするため」「戸の言葉を都合良く考えたり，自然や生き物を下に見たりしていたから」が 13％

（各 1名）だった。 

対話活動Ⅰでは，チャレンジノートⅠで書いたものをそれぞれ出し合った。子どもの発言は以

下の通りである。（資料２） 

【対話活動Ⅰの発言の様子】

１：くしゃくしゃの顔が表しているものについて，考えを出し合いましょう。T

１：私は 「泣いて泣いて～」のところから，あまりにも恐ろしくて，心を痛めたことを表してC ，

いると思います。

２： １さんに付け加えて，ぼくは「ぶるぶるふるえ」と書いてあるので，油断できずにいつ食C C

べられるか分からない怖さを表していると思います。

３：ぼくも，今までに感じたことのない怖さを表していると思います。C

４：私はちょっと違って，二人は見栄っ張りだから，自分たちをよく見せようとしないために，C

くしゃくしゃになったと思います。

５：今までは普通に動物を殺していたけど，いつ殺されるか分からない怖さを教えてあげて，二C

人に命の大切さを学ばせたからだと思います。

 

 

子どもの発言では「泣いて泣いて泣いて泣いて～」「ぶるぶるふるえて」という叙述から「あま

りにも恐ろしかったから」「自分たちが食べられそうになった怖さ」などの考えが出た。（Ｃ１，

２）また，設定場面の人物像や展開場面の山猫の企みから「二人をよく見せないようにするため」

（Ｃ４）「動物が感じた怖さを教えて，命の大切さを分からせるため」という考えが出された。（Ｃ

５）そこで，焦点化した話し合いを行うために，資料３のように対話活動Ⅰで出た意見が大きく

いくつに分けられるか考えさせた。 

【分類・整理の場面】

２：では，みんなから出た考えはいくつに分けられますか？T

。「 」「 」 。「 」C 全：３つだと思います 恐ろしかった 怖がっている で１つ 動物の痛み・命の大切さ

で２つ目 「よく見せないようするため」で３つです。。

３：３つに分けられますね。それではＡを「恐ろしさ・怖さ」Ｂを「命の大切さを分からせるT

ため」Ｃを「よく見せないため」にします 」自分の立場をＡ，Ｂ，Ｃで表してノートに。

書きましょう。

【資料３】考えを分類・整理する場面の様子  

その結果，子ども達は，「Ａ．おそろしさ・こわさ」「Ｂ．命の大切さを分からせるため」「Ｃ．

（二人の紳士を）よく見せないため」の３つに分類した。（写真１）考えが分類・整理されたこと

から「くしゃくしゃの顔が表しているものは，Ａ，Ｂ，Ｃのどれだろう」と発問し，チャレンジ

ノートⅡに，Ａ，Ｂ，Ｃの中から自分の立場を選択して書いた。チャレンジノートⅡで選んだ立

場は，Ａが６％（１名）Ｂが９４％（１６名）Ｃは０％であり，対話活動Ⅰを通して「怖さ」か

ら「命の大切さを分からせるため」と考えを変容させた子が多くいた。 
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対話活動Ⅱでは，「くしゃくしゃの顔が表しているもの」について，考えの立場を選び焦点化し

た話し合いを行った。（資料４） 

児童の発言では，設定場面

における二人の紳士の言動や

展開場面の出来事を根拠に，

「これからは動物たちを殺さ

ないようにするために，くし

ゃくしゃの顔にした」（Ｃ１）

「動物の気持ちを分からせる

ため」（Ｃ３）というＡの考え

が多く出された。また，設定

と結末の人物像を比較し「内

面は変わっていないから恐怖

心が表れただけ」というＢの

考えも出された。（Ｃ２）そこ

で，「内面は変わっていない」

という発言から，設定場面の

紳士の人物像を想起させ，「着

飾っている」と「くしゃくし

ゃの顔」はどちらが二人の紳

士に合っていると思うかを考

えさせた。子ども達は，「命を

何とも思っていない悪い人だ

から，くしゃくしゃの方が合

っている（Ｃ７）」という考え

を出し，「人柄は変わっていな

いから，それが顔に表れてい

る」（Ｃ１０）と結論づけた。 

学習のまとめをする段階で

は，対話活動Ⅱでの話し合い



12 【29「ふくおか教育論文」】 

をもとに，チャレンジノートⅢに，学習課題に対する考えをまとめさせた。子ども達は，対話活

動を通して考えたことをもとに，全員が自分でまとめを書くことができた。チャレンジノートⅢ

の記述では，「変わらなかった紳士たちの内面や人柄」と書いた子どもが41％（7名）「紳士たち

の内面や人柄」が47％（8名）「その他」が11％（2名）であった。 

＜考察＞ 

第７時の評価基準（資料５）に従って分析すると，チャレンジノートⅠの段階では全員が△判

定であったが，チャレンジノートⅢでは◎と○判定

が合わせて８８％の子が「くしゃくしゃの顔が表し

ているもの」を読み取ることができた。 

対話活動Ⅰの後に焦点化された課題について自

分の考えの立場を決めさせたことで，対話活動Ⅱに

おいて自分の考えをしっかり主張するために，友達

の話をしっかり聞きながら話し合いを行うことが

できた。チャレンジノートⅡに考えを記述させる段

階で立場を選び書かせたことは，対話活動Ⅱにおい

て根拠をもとに話し合うことにつながり主眼達成

に近づいた。 

以上のことから，チャレンジノートⅡで立場を決

めて対話活動Ⅱを行うことは，意欲的な対話活動に

つながり読みを深めるうえで有効であったと考え

る。しかし，考えを分類・整理する段階で，どんな考えかを言葉でまとめ板書しなかったため，

対話活動Ⅱでも同じような根拠が出され，似たような話し合いの繰り返しになってしまった。子

ども達の発言も，友達の考えに質問したり反論したりするまでには至っておらず，意見の述べ方

にも課題が見られた。子ども達が，より主体的に対話活動を行うためには，考えの違いがはっき

りわかるように，分類・整理した後に考えをラベリングする（言葉でまとめる）ことが必要であ

る。 

 

（２）【授業実践Ⅱ】「大造じいさんとがん」の実際と考察 

単元名 朗読で発表しよう（教材名「大造じいさんとがん ：東京書籍）」
目標
（１）登場人物の心情の変化や情景描写などの表現の工夫に関心を持って物語を読んだり，場面の

。 【 】様子や人物の心情を朗読で表現したりしようとする態度を育てる 関心・意欲・態度
（２）声量や速度，抑揚や間の取り方など表現の工夫を考えて，自分の思いや考えが表れるように

。 【 】朗読することができる 読む能力
（３）登場人物の相互関係を捉え，行動描写や会話文，心内語，情景描写をもとに，場面ごとに移

り変わっていく大造じいさんの残雪に対する見方や心情の変化を想像豊かに読み取ることがで
。 【 】きる 読む能力

（４）情景描写や色彩語，比喩表現，擬態語などの表現の工夫や効果に気づき，語感や言葉に対す
。 【 】る感覚について関心を持つことができる 国語の特質に関する事項
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授業の実際（部分的に対話活動を仕組む） 

①（第５時：「うなぎつりばり作戦」の内

容と，大造じいさんの残雪に対する心情を

読みとる。） 

【本時の主眼】
設定と展開の場面を比べたり，行動や会話，心内語，情景描写をもとに人物の心情を読ん

だりすることで，作戦を見破った残雪のちえに感心する大造じいさんの心情の変化を読み取
ることができる。

 

はじめに，設定場面と比べて大造じいさ

んの心情が変わったと思うか書かせた。チ

ャレンジノートⅠでは，「変わらなかった」

が 78％（１４名），「変わった」が６％（１

名），未記入が１６％（３名）であった。

展開の前半では，今年こそは作戦がうまく

いくと期待が膨らんでいる大造じいさん

の心情を読みとり，次に「うなぎつりばり

作戦」が失敗に終わり，「ううむ！」と感

嘆の声をもらした大造じいさんの気持ちについて話し合った。写真２のように，子ども達の意見

は「作戦が見破られたので，くやしさだと思う。」と「感嘆の声

だから，作戦を見破った残雪のちえのすごさに感心したと思う。」

という２つに分かれた。そこで，「Ａ.くやしい」「Ｂ.すごい」で

自分の考えの立場を決めさせ，大造じいさんの心情について話し

合った。チャレンジノートⅡでは，「Ａ.くやしい」が６７％（１

２名），「Ｂ.すごい」が３３％（６名）であった。対話活動では，

「Ａだと思う。一羽とれて期待していたから，くやしく思ってい

る。」「感嘆とは，たかが鳥と思っていた残雪のちえのすごさを改

めて感じたことだからＢだ。」「くやしさもあるけど，『！』がつ

いているし，すごいと感心したからＢだ。」と，設定の場面と比

較したり根拠となる文を示したりしながら話し合いを行った。チャレンジノートⅢでは，全員が

「改めて残雪のちえのすごさを認めた」「残雪のちえのすごさに感心した」と，大造じいさんの心

情の変化をまとめていた。 

 

②（第６時：「たにしばらまき作戦」の内容と大造じいさんの残雪に対する心情の変化を読み取る。） 

単元計画（１０時間）

学 習 活 動 対話活動の工夫段階 配時

１ 「大造じいさんとがん」を読み，人物の心情の変化を読み
取り，朗読発表会を行うという単元のめあてを持たせる。

導 １ ○ 物語は中心人物の心が変化するということをふり返り，
読みの視点を持たせ，初発の感想を交流する。

○ 物語を４つの場面に分けて場面構成を捉え，あらすじを2 3，
つかむ。

入 ４ ○ 「設定」を読み，大造じいさんの残雪に対する心情を読
み取り 「結末」と比べて単元のめあてをつかむ。，

大造じいさんの残雪に対する心情の変化を読み取り，
朗読発表会をしよう。

２ 大造じいさんの残雪に対する心情の変化を読み取る。

展 ５ ○ 一年目の「うなぎつりばり作戦」の内容と大造じいさん
部分的に対話活動をの残雪に対する心情を読み取る。
仕組む６ ○ 二年目の「たにしばらまき作戦」の内容と大造じいさん

の残雪に対する心情の変化を読み取る。

7

一単位時間の中に，開 ○ 三年目の「がんおとり作戦」の内容と大造じいさんの
チャレンジノートを8 残雪に対する心情の変化を読み取る。
取り入れた対話活動○ 「結末」を読み，大造じいさんが残雪を打つか打たな
を行う。いかを考える。

終 ３ 学習したことを生かして，朗読発表会を行う。
９ ○ 強く印象に残った場面を選び，自分の思いや考えが伝わ

るように朗読の練習を行う。
末 ○ 朗読発表会を行い，感想を交流する。10

【本時の主眼】
場面を比べたり，行動や会話，心内語，情景描写をもとに人物の心情を読んだりすること

で，残雪の本能によってまたしても作戦が見破られ，感心しながらも悔しく思う大造じいさ
んの心情の変化を読み取ることができる。



14 【29「ふくおか教育論文」】 

はじめに前時と比較し，「たにしばらまき作戦」後の大造じいさんの残雪に対する心情が変わっ

ているか考えを書かせた。チャレンジノートⅠでは，「変わっていない」が３３％（６名），「変わ

った・少し変わった」が５６％（１０名），未記入が１１％（２名）だった。展開の前半で「今度

こそは絶対に成功する。」と自信を持っている大造じいさんの心情をおさえた後，またしても作戦

を見破られた大造じいさんが「ううん。」とうなっているところを取り上げて，前時の「ううむ！」

との違いを考えさせた。子ども達の考えは，写真３のように「Ａ.くやしい」「Ｂ.感心している」

「Ｃ.なやむ」の３つに分かれた。そこで，「どの気持ちが一番強い

と思うか。」と発問をし，考えＡ，Ｂ，Ｃの中から自分の立場を選択

させた。チャレンジノートⅡでは，「Ａ.くやしい」が３３％，「Ｂ.

感心している」が１１％，「Ｃ.なやむ」が５６％だった。対話活動

では，「Ｃだと思う。沼地の向こうを見つめているから，どうすれば

残雪を捕まえられるか考え込んでいる。」「ううむ！は感嘆の声だっ

たけど，今回はうなっているからくやしい気持ちが強いからＡだ。」

「残雪の本能に感心しながらも，自信を持って行った作戦が見破ら

れて，次はどうしようかと悩む気持ちが強いからＣだ。」など，根拠

となる言葉や文を明確にしながら意欲的に自分の考えを主張したり，

前時場面と比較したり関連づけたりしながら考えを交流したりして，大造じいさんの心情を読み

深めていく姿が見られた。チャレンジノートⅢでは，「残雪の本能に感心し悔しく思い，悩む気持

ちが強くなった」が８８％（１６名），「すごさを感じた」６％（１名）未記入が６％（１名）だ

った。 

＜考察＞ 

資料８，１０は，評価基準に従って分析したものであ

り，読みが深まっている様子がわかる。資料７の評価基

準に基づき判定すると，第５時では，はじめは全員が△

判定だったが，チャレンジノートⅢの段階では，◎と○

判定を合わせて１００％の子どもが，心情の変化を捉え

ることができていた。また，第６時では，資料９の評価

基準による判定で，８８％の子どもが◎判定であった。

 これは，はじめ大造じいさんの心情の変化を捉えるこ

とができなかった子ども達が，部分的に対話活動を仕組

むことで，言葉や人物の関係に着目してしっかり根拠を

考えたり，違う意見を聞いて考えを修正したりすること

で，主眼達成に近づいたことがわかる。以上のことから

，考えを出し合う段階において，複数の考えが出た場合

や内容の読み取りが不十分な場合に，考えを分類し立場

を選んで対話活動を行うことは，根拠に基づいた話し合

いをしながら考えを強化・修正し，読みを深めることに

つながると考える。また，チャレンジノートⅠでは考え
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が記入できていない子どももいたが,立場を選んでチャレンジノートⅡに書かせることで全員が

考えを持つことができ，対話活動Ⅱに生かすことができ有効であったと考える。 

授業の実際（一単位時間の中にチャレンジノートをとり入れた２つの対話活動を行う。） 

③（第７時：「がんおとり作戦」の内容と大造じいさんの残雪に対する心情の変化を読み取る。） 

まず，設定・展開とクライマックス

の最後を比較し，残雪のことを「いま

いましい・たかが鳥」「ちえや本能に

感心・くやしい」と思っていた大造じ

いさんが「銃を下ろし，ただの鳥に対

しているような気がしない」と心情が

大きく変容していることを確認し，

「残雪に対する大造じいさんの心情

が大きく変わったのはなぜだろう。」

というめあてをつかませた。 

次に，読みの視点と方法を確認した

後，大造じいさんの心情が大きく変わ

ったわけについて，自分の考えを明確

にするために，チャレンジノートⅠに

自分の考えとその理由，根拠となる叙

述をノートに書かせた。チャレンジノ

ートⅠの記述は，「仲間を守ったから」

が 47％（８名），「頭領としての態度」が 18％（３名），両方を記述していた子が 35％（６名）

だった。対話活動Ⅰでは，チャレンジノートⅠで書いた自分の意見を，それぞれ出し合っていっ

た。対話活動Ⅰにおける子ども達の発言は，以下の通りである。（資料１１） 

【本時の主眼】
（１） 人物の行動や会話，心内語，情景描写をもとに人物の心情を読むことで，はやぶさと戦

う残雪の姿や頭領としての堂々とした態度に強く心を動かされた大造じいさんの心情の変
化を読み取ることができるようにする。

（２） 大造じいさんが残雪を打たなかった理由について，根拠を明確にして考えを書き，考え
を出し合わせ，二つの対話活動を仕組み，自分の立場を明らかにして話し合うことで自分
の考えを深めることができるようにする。
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子ども達は，考えの根拠となる文を示しながら自分の考えを積極的に述べていった。「はやぶさ

が相手でも立ち向かい仲間を助けようとする姿に心をうたれた」（資料１１：Ｃ１，２，３）や「頭

領として最期のときまで力を振り絞っている姿に感心した」（資料１２：Ｃ４，５）などの考えが

出された。意見が出たところで考えを整理し，大きくいくつに分類できるかを考えさせた。子ど

も達は，写真４のように板書において出ている考えを２つに分類・整理し，「Ａ．仲間を守ろうと

する姿」「Ｂ．頭領としての態度」とラベリングした。 

チャレンジノートⅡではＡ

を選択した子が８２％（１４

名），Ｂが１８％（３名）とな

り，両方と考えていた子の多く

がＡを選択した。対話活動Ⅱで

は，「大造じいさんの心情を大

きく変えたもの」について焦点

化した話し合いを行った。子ど

も達は，資料１２のようにＡ，

Ｂどちらかの立場を選び，根

拠となる文を示したり前の場

面と関係づけたりしながら意

見を述べていった。子ども達

からは，「大造じいさんの計画

が分かっていたのに仲間を助

けた」（Ｃ２）「死ぬかもしれ

ないのに仲間を守ろうとし

た」（Ｃ３）というＡの考えや，

「仲間を守ろうとする姿こそ

が頭領としての態度」（Ｃ４）

というＢの考えが出た。はじ

めは，Ａ，Ｂそれぞれの考え

を主張するだけであったが，

途中で反対の立場の友達に質

問し（Ｃ５）それに対し根拠

を持って答える場面も見られ

た。（Ｃ６）また，教師が「Ａ

の考えでよいか？」と問いか

けたことで，Ａ，Ｂ両方とい

う新しい考えが生まれ（Ｃ10），

全体がＡ，Ｂ両方という考え

になった。 
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まとめの段階では，対話活動Ⅰ，Ⅱでの話

し合いをもとに，めあてに対する自分の考え

をチャレンジノートⅢに書かせた。記述の内

容を見ると，「Ａ，Ｂ両方」が８８％（１６，

「仲間を守ろうとする姿」「頭領としての態

度」がそれぞれ６％（1名）であった。 

＜考察＞ 

資料１４の評価基準をもとに判定すると，

はじめの読みでは◎判定の子どもが３５％だ

ったが，まとめの段階のチャレンジノートⅢ

では◎判定の子どもが８８％となっており，

５３％の子どもが読みを深めることができた

（資料１５）。資料１３のノートを見ても，

チャレンジノートⅠでは「おとりのがんを助

けたから」で○判定であるが，チャレンジノー

トⅢではＡ，Ｂ両方から書いているので◎判定

となり読みの深まりが見られる。これは，チャ

レンジノートに考えを書くことで根拠が増え，

同じ意見でも様々な根拠をもとに，より説得力

のある意見を述べることにつながったと考え

る。また，質問したり答えたりする中で，「Ａ

かＢ」どちらか一方だけでなく，「ＡもＢも両方あ

る」という新しい考えを生み出されるようになった。 

以上のことから，Ａ，Ｂどちらかの立場を選び対話活動Ⅱを行ったことは，焦点化した課題に

ついて，相手の意見を確認したり質問したりしながら詳しく意見を述べ合うことができ，大造じ

いさんの心情の変化を読み深めることに有効であったと考える。本時では，チャレンジノートに

詳しく根拠を書かせたことで，対話活動Ⅱで根拠をしっかり考えて話し合うことができた。対話

活動Ⅰ，Ⅱとも根拠を明確にしながら話し合いができたが，一単位時間の流れを考えると，対話

活動Ⅰは簡潔に考えのみを出させるようにし，対話活動Ⅱで根拠や理由をしっかり持って話し合

う方が効果的に話し合うことができるものと考える。 

 

④授業の実際（第８時：はじめから焦点化された課題について対話活動を行う） 

【本時の主眼】
（１） 人物の行動や会話，心内語，情景描写をもとに人物の心情を読むことで，はやぶさと戦

う残雪の姿や頭領としての堂々とした態度に強く心を動かされた大造じいさんの心情の変
化を読み取ることができるようにする。

（２） 大造じいさんが残雪を打たなかった理由について，根拠を明確にして考えを書き，考え
を出し合わせ，二つの対話活動を仕組み，自分の立場を明らかにして話し合うことで自分
の考えを深めることができるようにする。

 

【資料１４】第７時の評価基準

【資料１５】評価基準による判定
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【写真５】考えを対比させた板書 

まず，大造じいさんが飛んでいく残

雪に向かって「堂々と戦おうじゃない

か。」と呼びかけていることを確認し，

「また残雪が来たとき，大造じいさん

は残雪を打つと思うか。」と発問し，

本時のめあてをつかませた。 

次に，めあてに対する考えを「Ａ．

打つ」「Ｂ．打たない」の２つとし，

ＡかＢのどちらかを選択しチャレン

ジノートⅡに書かせ，どちらの立場を

選んだか挙手で確認させた。その後，

自分の考えの根拠にサイドラインを

引かせ，チャレンジノートⅡに考えの

根拠や理由を書かせた。（資料１６） 

 

考えの立場を

明確にする 
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対話活動では，「大造じいさ

んは残雪を打つだろうか。」と

いう話題について焦点化した

話し合いを行った。資料１７の

ように，「Ａ．打つ」の意見で

は，「また堂々と戦おうと言っ

ているから打つ。」「Ｂ．打たな

い」の意見では，「打つ気だっ

たら，世話をするはずがない。」

「雪のように清らかにと書い

てあるから，うらみの気持ちは

消えている。」という意見が出

された。双方の意見がはっきり

わかるように対比して板書し

ていった。（写真５） 

対話活動を進める中で，「ひ

きょうなやり方」について議論

となり，子ども達は，教材全体

から根拠を示しながら主体的

に話し合いを進めていった。そ

の結果，「ひきょうなやり方」

とは，はやぶさと戦っていると

ころを狙ったり，弱っていると

ころを打とうとしたりすることであると考えを修正したり，強化したりすることができた。また，

大造じいさんにとって残雪は「たかが鳥」ではなく対等な「ライバル」になったことを全体で確

認し，対話活動Ⅱでの話し合いをもとに，めあてに対する自分の考えを書かせた。 

 

＜考察＞ 

 本時では，「大造じいさんは残雪を打つだろうか。」

という焦点化された課題について対話活動を行った。違

いが分かるように「打つ」「打たない」と考えをラベリ

ングし，はじめから立場を明らかにさせたことで，交流

の時間を十分にとることができた。資料１８を見ると，対話活動によってはじめの考えから変容

した子どもは少ないが，「変わらなかった」子ども達も考えの根拠が増え，考えを強化させたこ

とがわかる。 

以上のことから，はじめから焦点化された課題について，考えの違いがわかるようにラベリン

グし立場を決めて対話活動を行うことは，子ども同士の主体的な対話活動を促し，考えを修正し

たり，付加・強化したりすることに有効であったと考える。 
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【授業実践Ⅲ】「風切るつばさ」の実際と考察 

単元名 人物と人物との関係を考えよう（教材名「風切るつばさ ：東京書籍）」
目標
（１）登場人物の相互関係を捉えながら中心人物の心情の変化を読み取ることに関心を持ち，人物

。 【 】の関係に着目して読書をしようとする態度を育てる 関心・意欲・態度
（２）人物の相互関係や場面構成，行動描写や心内語，情景描写をもとに，中心人物の変容とその

。 【 】要因を想像豊かに読みとることができる 読む能力
（３）情景描写や，比喩表現など読み手のイメージを広げ深める表現の工夫や効果に気づき，語感

。 【 】や言葉に対する感覚について関心をもつことができる 国語の特質に関する事項

 

（８時間）単元計画

学 習 活 動 立場を明確にした段階 配時
対話活動の工夫

導 １ 「風切るつばさ」を読み，人物の相互関係をもとに中心人
物の心情の変化を捉えるという単元のめあてを持たせる。

入 ○ これまでに学習してきた物語文を想起し，場面構成や物
１ 語文教材の読み方についてふり返る。

○ 「風切るつばさ」を読んで，全体の構成を確かめ，中心
２ 人物の変容を一文で表し，学習の見通しを持つ。

人物の関係をもとに再び飛べるようになったクルルの
変容を読み取ろう。

２ 人物相互の関係をもとに「風切るつばさ」を読み取る。
３ ○ 物語の設定や登場人物の関係を確認し，あらすじをつか

む。
展 ○ 「展開」の部分での，クルルを中心とした人物相互の関4 5，

わりをとらえる。
一単位時間の中に
チャレンジノート６ ○ 「山場」の部分でクルルが変容した要因を読み取る。
を取り入れた対話
活動を行う。〇 題名が意味するものや，作品に込められたメッセージに

７ ついて考える。

終 ３ 学習したことを生かして，いろいろな物語を読む。
８ ○ 人物と人物との関係に着目して 「友情」をテーマ，

末 にした物語を読み，本の帯を作って紹介する。

 

授業の実際（第６時：一単位時間の中にチャレンジノートを取り入れた二つの対話活動を行う） 

【本時の主眼】 

（１） 山場でのクルルの変容とその理由を人物相互の関係を根拠にして読み取り，カララとの 

友情を感じたことにより失った自信を取り戻すことができるようになったクルルの心情の

変化について考えることができるようにする。 

（２） クルルが再び空を飛べた理由について，根拠を明確にして自分の考えを聞き，考えを出 

し合わ，「仲間を守る」「カララとの友情」「自信を取り戻した」という３つの考えに分類・

整理し，自分の立場を明らかにして話し合うことで自分の考えを深めることができるよう

にする。 
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まず，展開と山場でのクル

ルの様子を比較し，飛べなく

なったクルルが再び飛ぶこと

ができたことからクルルが大

きく変容したことを確認し，

めあてをつかませた。次に，

自分の考えを明確にするため

に，チャレンジノートⅠに自

分の考えを簡潔に書かせた。

チャレンジノートⅠの記述で

は，「キツネから友達のカララ

を助けたかったから」が 35％

（６名）「前に幼い鳥の命を失

っているので，同じ目にあい

たくない」が 23％（４名）「ク

ルルとカララの信頼関係が戻

ったから」が 35％（６名）「ク

ルルが自信を取り戻したか

ら」が６％（１名）だった。 

 

対話活動Ⅰでは，チャレンジノートⅠに書いた考えを出し合っていった。子ども達の発言は

以下の通りである。（資料１９） 
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対話活動Ⅰでは，チャレン

ジノートⅠで書いた考えの

みを簡潔に出し合っていっ

た。その後，板書をもとに考

えを整理し，分類していった

結果「Ａ．キツネからカララ

を助けるため」「Ｂ．前のよ

うになりたくない（犯人扱

い・仲間を失う）」「Ｃ．クル

ルとカララの信頼関係」「Ｄ．

自信を取り戻したから」の４

つに整理された。 

考えが分類されたところ

で，チャレンジノートⅡに自

分が選んだ立場とその根拠

や理由を考えていった。チャ

レンジノートⅡで選んだ立

場は，ＡとＢがそれぞれ12％

（各２名）Ｃが 76％（13名）

で，この段階でＤを選んだ子

はいなかった。 

対話活動Ⅱでは，自分の立

場を明確にしながら「クルル

が再び飛べるようになった

わけ」について話し合いを行

った。子ども達は資料２０の

ように，自分の立場を主張す

るために根拠を明確に示し

しながら話し合いを行った。

「Ｄ．自信を取り戻したか

ら」を選んだ子がいなかった

ため，まずは，Ａ，Ｂ，Ｃの

３つで行った。多くが「Ｃ．

クルルとカララの信頼関係」

に関する意見だった。「クル

ルが死を覚悟したことに気

づき，信頼関係を取り戻し

た」（Ｃ３）やクルルとカラ
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ラの信頼関係と結びつけて「自分の合図でカララは飛んでくれると考えたから飛んだ」（Ｃ５）な

どの考えが出された。それに対して，（Ｃ５）の考えの不十分さを根拠となる文を示しながら，「ク

ルルは意識して飛んだのではない」と反論した。また，「Ｂ．前のようになりたくない」の考えに

対しては，前の場面と関連づけて「自分のせいで幼い命が奪われたとは思っていない。」と反論し

た。この話し合いの途中でも，友達の考えの根拠や理由を聞いて考えを変容させる子もいた。（Ｃ

１１）次に，残るＡとＣの違い「信頼関係」について詳しく話し合った。「カララはクルルの心を

読んで何も言わずそばにいたから」（Ｃ１２）「カララの問いかけに，照れて笑っていたから」（Ｃ

１３）「命まで捨てようとするカララの覚悟を感じた」（Ｃ１４）など，ただ助けたわけではなく，

クルルとカララに信頼関係があったからこそ助けようとして飛べたと考えを深めていった。その

後，「Ｄ．自信を取り戻したから」はクルルが飛べたことと関係ないのか（Ｔ２）と問うことで，

「自信に満ち溢れた様子で飛んでいる」（Ｃ１５）や「みっともない雑音から心地よいリズムで響

き渡っていると変わっているので飛ぶことへの思いが変わっている」（Ｃ１６）「自分を責めずに

自信を取り戻したから心地よいリズムで響き渡った」（Ｃ１８）とＤの考えも関係あると考えを述

べていった。また，「自信を無くしていたのは自分がみんなとうまくできなかったから。カララが

自分のために死まで覚悟してくれたことで自信を取り戻した」とＣとＤの考えを関係づけて発言

する子も見られた。 

 

＜考察＞ 

資料２１の評価基準をもとに判定すると，は

じめの読みでは◎判定の子どもが６％だった

が，まとめの段階のチャレンジノートⅢでは◎

判定の子どもが５９％に増え，５３％の子ども

が読みを深めることができた。これは，立場を

決めて対話活動Ⅱを行うなかで，自分の意見を 

k根拠を持って主張する，友達の意見に付け

加える，友達の不十分な意見に反論する，二つ

の考えを関連させるなど，話し合いの技能が向

上してきたことが要因である。また，友達の考

えの根拠や理由を聞いて自分の考えを変容させ

るなど，自分の選んだ立場に固執することなく

柔軟に考えることができるようになってきてい

る。 

以上のことから，Ａ，Ｂどちらかの立場を選

び対話活動Ⅱを行ったことは，焦点化した課題について，自分の考えと相手の意見を比較して聞

き，立場を明確にして意見を述べ合うことにつながり，クルルの変容を読み深めることに有効で

あったと考える。本時では，対話活動Ⅰと対話活動Ⅱでの話し合いのスタイルを区別したことで，

対話活動Ⅱで根拠や理由を詳しく話し合うことができた。しかし，対話活動Ⅰの段階で全員に発

言の機会を与えようとしたため時間がかかってしまい，チャレンジノートⅡで詳しく考えをまと

【資料２１】第６時の評価基準
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める時間がなくなってしまった。対話活動Ⅰは机間指導をもとに子ども達の考えを把握し，全員

ではなく全部の考えを出す場とする。また，本時は，人物相互の関係をもとに中心人物の変容を

考えるため，人物関係図に表すなど板書やチャレンジノートの記述のさせ方についても工夫が必

要であった。 

 

７ 全体考察 

 読みを深める子どもの変容及び子

ども像を達成するために取り組んだ

チャレンジノートを取り入れた対話

活動の有効性について考察する。 

（１）アンケート結果から 

   読みを深める子どもについて，  

子どもの意識の変容を考察する。 

  まず，学ぶ意欲の面を見ると，国語の学習が「好き」「まあまあ好き」と 答えた子は，実践

前は 72％，実践後は 94％と子どもの意識が変容している。このことから，物語の内容について

自分の考えをまとめたり，友達と話し合ったりすることに意欲を持って学習していることがわ

かる。 

  思考力・判断力・表現力の面で  

は，「友達と話し合う活動を通し 

て考えを深めたり広げたりでき 

ている」という質問に対して，「と 

ても」「まあまあ」と答えた子が 

78％から 94％と実践前に比べて 

伸びてきている。このことから， 

友達の考えと比較したり関連づ 

けたりしながら話し合うことで，自分の読みを深めることができていると実感している子が増 

えたことがわかる。 

 

（２）立場を明確にした対話活動について 

  前述の「友達と話し合う活動を通して，自分の考えを深めたり，広げたりすることができて 

いると思いますか。」というアンケート結果を見ると，実践後は９４％の子どもが読みの深まり 

を実感している。また，３つの授業実践を通して，チャレンジノートⅠとⅢでは考えを変容さ 

せた子どもが多くいたことからも，２つの対話活動を仕組み立場を明確にして話し合うことは， 

課題解決に意欲を持って取り組み，根拠をしっかり持って話し合い，自分の考えを付加・強化・ 

修正したことからも，読みを深めるために有効であったと考える。 

 

８ 成果と課題 

（１） 本研究で得られた成果 
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○ 考えの立場を決めることで話し合う必然性が生まれ，課題追究への意欲が高まり，自

分たちで話し合いを進めながら学習していこうとする姿が多く見られた。また，はじめ

に考えを持てなかった子どもも，分類・整理した考えの中から選択できるので，全員が

考えを持って話し合うことができ，自らの読みの深まりを実感することができた。 

〇 対話活動Ⅱで焦点化した話し合いを行うことで，自他の考えや根拠を比較・検討しな

がら考えの付加・修正・強化を行い，考えの深化が見られた。 

○ チャレンジノートに考えを書かせたことで，立場をしっかり決めることができた。ま

た，３回考えを書くことで子ども自身も自分の考えの変容が分かり，教師もそれを見取

り評価することができた。 

 

（２）課題 

   ○  チャレンジノートは自分の考えを明確にすることには有効であったが，話し合いに生

かすには，さらに友達の考えや立場，質問なども自由に書き込めるようにチャレンジノ

ートの改善を行い実践していく。 

   ○ 二つの対話活動と３回書く活動を行うので，活動に軽重をつける必要を感じた。対話

活動Ⅱの時間を十分にとるために，一単位時間の活動構成を見直していく。 
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